
【患者さん体内金属確認用】

なお、当院で安全性に問題があると判断した場合、検査を中止させていただく場合がございます。

●MRI検査ができない方

●治療を受けた病院・主治医の許可が必要です。可能な限り材質の確認もお願いします。

→治療時期、材質、挿入箇所、治療医療機関名　等　申込書余白にご記入ください。

●その他

※安全のため、ジェルネイル等、やけど・変色の恐れがあるものは装着せずにご来院いただくようご協力ください。

狭い空間の中で行うので不安な方はお申し出下さい。
撮影時間は30分程度です。

検査日に塗布がなければ検査可能です。
(成分が飛散吸着し、MRI装置の故障の原因になるため)

データが破損する可能性があるため外して検査します。

ラメ入り化粧品などやけどが生じる可能性があります。

色素に金属成分が含まれている場合、やけど・変色の恐れがあります。

金属(酸化鉄等)で着色されるケースが多く、安全のため検査前にはずして
いただきます。

ジェルに鉄粉等、金属成分が含まれていることが多く、やけど・変色の恐れ
があります。
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●事前に取り外していただくもの

磁気カード類、磁気製品、入れ歯、かつら、ヘアピン、ネックレス、イヤリング、ホック・チャック等の金属片、
時計、眼鏡、補聴器、指輪、小銭、ライター、シップ、カイロ、エレキバン、カラーコンタクトレンズ、
ヒートテック

※機器の故障や画像への影響、やけど等のおそれがあるので、検査前に所定の場所に預けていただきます。

増毛スプレー(ﾐﾘｵﾝﾍｱ)

リブレ(持続血糖測定器)

化粧(ｱｲｼｬﾄﾞｳ､ｱｲﾗｲﾝ)

入れ墨・アートメイク
タトゥー

カラーコンタクトレンズ

ネイルアート
(ｼﾞｪﾙﾈｲﾙ・ﾏｸﾞﾈｯﾄﾈｲﾙ)

閉所恐怖症

MRI検査を受ける患者さんへ
～安全に検査を受けるために十分な問診と確認をお願いします～

MRI検査は強力磁場と電波を使って体内を画像化する検査です。
今までに手術で体内に金属を埋め込んだことはありませんか？
安全に撮影をするため、
①事前に治療を受けた医療機関・主治医に連絡をして、MRI撮影の可否をご確認ください。
　　撮影の許可がない場合はMRI検査はできません。
②閉所恐怖症、妊娠中（可能性含む）、授乳中、入れ墨・アートメイクをされている方、リブレを装着
　　されている方は、必ず主治医にお伝えください。

　心臓ペースメーカー・植え込み型除細動器・神経刺激装置・人工内耳の入っている方
　妊娠中(可能性含む）

＜体内に金属を入れる手術をされた方＞
　頭部・心臓・人工骨頭・内視鏡止血クリップ・骨折治療の金属
　血管内の金属(コイル・ステント・静脈フィルター・人工弁)
　歯科インプラント(磁石式の入れ歯)・歯科矯正、避妊リング・義眼(磁石タイプは不可)


